
（別紙３）

～ 令和７年　２月　１５日

（対象者数） ３８人 （回答者数）
３０人

～ 令和７年　２月　１５日

（対象者数） ７人 （回答者数）
７人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 理学療法士による集団活動のプログラム設定のもと、運動機能やビジョン機能向上を図る。

2 週単位で運動療育のプログラム設定を行っていく。

3
自分たちで育てて収穫した野菜等をつかった調理活動を行う中で、食材や農家さんへの感謝

と、命の大切さ、また、食への興味・関心を深めるきっかけ作りを行っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 人員調整を行いながら、必要に応じて学校との連携にも力を入れていく。

2 自社のデイサービス（高齢）との交流からはじめていく。

○事業所名 放課後等デイサービス　きゃんぱす東予

○保護者評価実施期間
令和７年　１月　１５日

○保護者評価有効回答数

令和７年　１月　１５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　２月　２５日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

関係機関との連携が取りにくい。

関係機関の中でも学校との連携に困難さを抱いており、その原因として

は互いの時間調整があげられる。

（学校が対応可能な時間が放デイの支援時間と重なるため。）

地域との交流機会が少ない。
外出する機会や体験イベントは開催しているが、コロナ渦以降、地域住

民との交流行事が減ってきていることも原因となっている。

専門職が多く在籍している。

言語聴覚士や理学療法士、5年以上の保育士・児童指導員による専門的

支援実施計画を基に、支援を行っている。

また、言語聴覚士による個別リハビリの対応も行っている。

プレイルームが広く、幅広い運動療育が可能。

感覚統合やビジョントレーにイングの視点をもった専門職が専門的支援

実施計画をもとに個別・集団療育を実施している。また、集団活動を通

して遊びのルールや社会性、自主性を育んでいる。

事業所敷地内にある畑や花壇で農作業の体験ができる。

季節を感じられるような活動を通して、五感を刺激し、豊かな感受性や

創造性を育むことを目的として取り組んでいる。

また、自然への理解を深める良いきっかけ作りをしている。

事業所における自己評価総括表公表



3 年間計画として保護者会の開催を組み込むことも検討していく。保護者会等の開催ができていない。 時間と場所の確保が難しい。


